様式第１号（第２条、第28条関係） 漏れのないよう全てに記入してください。
	市町村受付年月日及び番号
	広域振興局
受付年月日及び番号
	貸 付 決 定 年 月 日
	資　金　番　号

	年　月　日第　　号　
	年　月　日第　　号　
	年　　月　　日
	

	母子（寡婦）福祉資金貸付申請書
　年　　月　　日　
　　県北広域振興局長　　　　　様
住　　所　　　　　　　　　　　　　　
申請者　　ふりがな　　　　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　　印　
電話番号　　　　―　　―　　　　　　
個人番号　　　忘れずにご記入してください。
母子・父子・寡婦福祉資金の貸付けを受けたいので関係書類を添えて申請します。

	資金の種類
	修学資金
	申請金額
	月額　90,000円
金  4,320,000円
	貸付金の貸付期間
	Ｈ29年4月から　　　
Ｈ33年3月まで48回分
	据置期間
年6ヶ月

	償還方法及び期限
	月　賦・半年賦・年　　賦
据置期間経過後　20年　月
	卒業又は知識技能習得終了年月
	Ｈ33年3月
	申請者の配偶者の状況

	
	
	
	
	氏名　　　　（婚姻、内縁）
職業　　必ず記入
（死亡、離婚、遺棄、その他）
同上事由発生　　　年　　月　日

	連帯借受者となる児童
（20歳以上である子等）
	住　　所借受者が保護者の場合、児童を記入
ふりがな氏名　　　　　　　　　　　年齢　　歳
	

	家　族　の　状　況
	続柄
	氏名
	生年月日
	年齢
	職業
	月収
	備考（勤務先、学校名、学年等）

	
	本人
	
	
	歳
	
	円
	

	
	
	同居家全員を記入
	歳
	
	円
	

	
	
	
	
	歳
	
	円
	

	
	
	
	
	歳
	
	円
	

	
	
	
	
	歳
	
	円
	

	資産の状況
	住　　　宅　　　の　　　状　　　況
	住　宅　以　外　の　資　産　の　状　況

	
	自宅、借家の別
	
	申請者が児童の場合は父か母の
状況を記載
	建物
	円

	
	延建築面積
	㎡
	
	
	

	負債の状況
	（　　　　　）　　　　円、（　　　　　）　　　　　円、（　　　　　）　　　　　円

	事業所、勤務先、就業先等の所在地
	電話　　－　　　　　　

	貸付けを受けようとする理由及び資金の使途（具体的に）
○○大学に合格し授業料、アパート代へ充てるため。
授業料・・・60,000円　　　　　合計　90,000円
アパート代・・30,000円　　　　4,320,000円

	保　　　証　　　人
	氏名
	
	年齢
	歳
	家族数
	人
	氏名
	
	年齢
	歳
	家族数
	人

	
	住所
	電話　　　－　　　　
	住所
	電話　－　　　

	
	職業
	
	勤務期間
	年
	月収　　円
	職業
	
	勤務期間
	年
	月収　　円

	
	資　産　等
	宅地
	㎡　　　　円
	家屋
	円
	資　産　等
	宅地
	㎡　　　　円
	家屋
	円

	
	
	田畑
	ａ　　　　円
	負債
	円
	
	田畑
	ａ　　　　円
	負債
	円

	
	
	山林
	ha　　　　円
	
	
	
	山林
	ha　　　　円
	
	


　備考　申請者が児童の場合にあっては、「申請者の配偶者の状況」の欄は現に当該児童を扶養している配偶者のない女子（男子）の配偶者について、「資産の状況」、「負債の状況」及び「事業所、勤務先、就業先等の所在地」の欄は現に当該児童を扶養している配偶者のない女子（男子）について記載してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　様式第１号（第２条、第28条関係） ※漏れのないよう全てに記入してください。
	市町村受付年月日及び番号
	広域振興局
受付年月日及び番号
	貸 付 決 定 年 月 日
	資　金　番　号

	年　月　日第　　号　
	年　月　日第　　号　
	年　　月　　日
	

	母子（寡婦）福祉資金貸付申請書
　年　　月　　日　
　　県北広域振興局長　　　　　様
住　　所　　　　　　　　　　　　　　
申請者　　ふりがな　　　　　　　　　　　　　　
氏　　名　　　　　　　　　　　　印　
電話番号　　　　―　　―　　　　　　
個人番号　　　忘れずにご記入してください。
母子・父子・寡婦福祉資金の貸付けを受けたいので関係書類を添えて申請します。

	資金の種類
	資金
	申請金額
	月額　　　　円
金　　　　　　円
	貸付金の貸付期間
	年　月から　　　
年　月まで　回分
	据置期間
年　月

	償還方法及び期限
	月　賦・半年賦・年　　賦
据置期間経過後　　年　月
	卒業又は知識技能習得終了年月
	年　月
	申請者の配偶者の状況

	
	
	
	
	氏名　　　　（婚姻、内縁）
職業　　必ず記入
（死亡、離婚、遺棄、その他）
同上事由発生　　　年　　月　日

	連帯借受者となる児童
（20歳以上である子等）
	住　　所借受者が保護者の場合、児童を記入
ふりがな氏名　　　　　　　　　　　年齢　　歳
	

	家　族　の　状　況
	続柄
	氏名
	生年月日
	年齢
	職業
	月収
	備考（勤務先、学校名、学年等）

	
	本人
	
	
	歳
	
	円
	

	
	
	同居家全員を記入
	歳
	
	円
	

	
	
	
	
	歳
	
	円
	

	
	
	
	
	歳
	
	円
	

	
	
	
	
	歳
	
	円
	

	資産の状況
	住　　　宅　　　の　　　状　　　況
	住　宅　以　外　の　資　産　の　状　況

	
	自宅、借家の別
	
	家賃地代
	円
	田畑
	ａ　　　円
	建物
	円

	
	延建築面積
	申請者が児童の場合は父か母の状況を記載
	

	負債の状況
	（　　　　　）　　　　円、（　　　　　）　　　　　円、（　　　　　）　　　　　円

	事業所、勤務先、就業先等の所在地
	電話　　－　　　　　　

	貸付けを受けようとする理由及び資金の使途（具体的に）
　


	保　　　証　　　人
	氏名
	
	年齢
	歳
	家族数
	人
	氏名
	
	年齢
	歳
	家族数
	人

	
	住所
	電話　　　－　　　
	住所
	電話　－　　　

	
	職業
	
	勤務期間
	年
	申請者が記入
	勤務期間
	年
	月収　　円

	
	資　産　等
	宅地
	㎡　　　　円
	家屋
	円
	資　産　等
	宅地
	㎡　　　　円
	家屋
	円

	
	
	田畑
	ａ　　　　円
	負債
	円
	
	田畑
	ａ　　　　円
	負債
	円

	
	
	山林
	ha　　　　円
	
	
	
	山林
	ha　　　　円
	
	


　備考　申請者が児童の場合にあっては、「申請者の配偶者の状況」の欄は現に当該児童を扶養している配偶者のない女子（男子）の配偶者について、「資産の状況」、「負債の状況」及び「事業所、勤務先、就業先等の所在地」の欄は現に当該児童を扶養している配偶者のない女子（男子）について記載してください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　
